
合併関連議案など144議案を可決･同意しました
◎
一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
も
の

◎
条
例
等
の
主
な
も
の

意

見

書

人

事

※１ Ｕ・Ｊ・Ｉターン 出身地から進学や就職のため地域外に出た後、出身地または出身地の近隣地域に戻ること（ＵＪターン）。また出身
地にかかわらず、住みたい地域を選択して住むこと（Ｉターン）。

※２ 債務負担行為 歳出予算がその年度限りのものであるのに対し、地方公共団体が将来にわたっての支出を約束する行為。その行為をす
ることができる事項、期間及び限度額については、あらかじめ定めておく必要があり、支出が確定した場合は、その年度の予算に計上し
なければならない。

今
回
の
補
正
予
算
は
、
十
月
一
日
に
合
併

す
る
三
町
の
平
成
十
九
年
度
予
算
の
う
ち
、

九
月
三
十
日
ま
で
に
執
行
さ
れ
な
い
経
費
を
、

佐
賀
市
の
予
算
に
組
み
込
む
も
の
な
ど
で
す
。

合
併
振
興
基
金
積
立
金

四
十
億
円

合
併
特
例
事
業
債
を
活
用
し
積
み
立
て
て
、

平
成
十
七
年
十
月
一
日
合
併
の
一
市
三
町
一

村
地
域
を
振
興
す
る
ソ
フ
ト
事
業
の
財
源
と

し
て
活
用
し
ま
す
。

人
口
問
題
対
策
経
費

二
百
四
十
万
円

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
問
題
に
対
応
し

て
い
く
た
め
に
、
新
し
い
佐
賀
市
と
し
て
の

人
口
推
計
や※

１Ｕ
・
Ｊ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
を
呼
び
込

む
効
果
の
検
証
等
の
調
査
を
行
う
た
め
の
経

費
で
す
。

来
庁
者
用
分
煙
室
設
置
事
業

五
百
万
円

平
成
十
五
年
の
健
康
増
進
法
の
施
行
を
受

け
、
本
庁
舎
南
側
に
来
庁
者
用
喫
煙
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
て
お
り
ま
し
た
が
、
新
し
く
本

庁
舎
一
階
に
分
煙
室
を
設
置
し
て
、
受
動
喫

煙
防
止
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

九
月
定
例
会
は
四
日
に
開
会
し
、
二
十
五
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。
補
正
予
算
八
、
条
例
百

十
八（
う
ち
合
併
に
伴
う
条
例
議
案
百
九
）、
一
般
十
六
、
人
事
二
の
計
百
四
十
四
議
案
を
審

議
し
、
す
べ
て
の
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。
ま
た
十
二
の
決
算
議
案
を

企
業
会
計
・
特
別
会
計
決
算
特
別
委
員
会
と
一
般
会
計
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
、
継
続

審
査
と
し
ま
し
た
。

漁
業
経
営
構
造
改
善
事
業

四
億
六
千
二
百
八
十
一
万
円

川
副
町
と
東
与
賀
町
に
建
設
さ
れ
る
海
苔

共
同
加
工
場
に
対
す
る
助
成
と
、
嘉
瀬
町
に

建
設
さ
れ
る
海
苔
共
同
加
工
場
の
用
地
取
得

費
、
造
成
工
事
費
等
で
す
。

超
低
床
型
バ
ス
導
入
補
助
経
費二

千
五
十
万
円

交
通
弱
者
と
い
わ
れ
る
高
齢
者
や
障
が
い

者
、
子
ど
も
な
ど
の
利
便
性
や
安
全
性
の
向

上
、
外
出
機
会
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業

三
千
八
百
三
十
九
万
円

三
歳
か
ら
小
学
校
就
学
前
ま
で
の
児
童
の

入
院
に
係
る
医
療
費
の
半
額
を
平
成
十
九
年

十
一
月
一
日
か
ら
助
成
し
ま
す
。

通
所
サ
ー
ビ
ス
利
用
促
進
事
業

三
千
七
万
円

通
所
施
設
を
利
用
す
る
障
が
い
者
の
送
迎

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
事
業
者
に
対
し
、
そ
の
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
経
費

千
七
百
四
十
五
万
円

佐
賀
県
が
実
施
す
る
予
防
接
種
の
広
域
化

に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
平
成
十
九
年
十

月
一
日
か
ら
、
佐
賀
市
だ
け
で
な
く
県
内
の

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
実

施
す
る
医
療
機
関
で
、
予
防
接
種
を
受
け
る

こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
今
回
の
補
正
は

広
域
化
へ
の
参
加
と
、
南
部
三
町
と
の
合
併

に
伴
う
事
業
統
合
に
必
要
な
経
費
で
す
。

久
保
泉
工
業
団
地
拡
張
に
伴
う※

２債
務
負
担
行

為
の
補
正

八
億
四
千
九
百
八
十
二
万
円

佐
賀
市
土
地
開
発
公
社
に
よ
る
、
久
保
泉

工
業
団
地
の
拡
張
用
地
及
び
市
道
久
保
泉
工

業
団
地
一
号
線
用
地
の
先
行
取
得
に
係
る
経

費
に
対
す
る
損
失
補
償
と
、
市
道
の
買
戻
し

経
費
を
債
務
負
担
行
為
と
し
て
計
上
し
て
い

ま
す
。

佐
賀
市
未
来
を
託
す
子
ど
も
を
育
む
た
め
の

大
人
の
役
割
に
関
す
る
条
例

す
べ
て
の
大
人
が
子
ど
も
の
育
成
に
関
心

を
持
ち
、
か
つ
、
主
体
的
に
子
ど
も
の
育
成

に
か
か
わ
る
社
会
の
実
現
を
図
る
た
め
制
定

し
ま
す
。

▼

教
育
予
算
の
拡
充
」
を
求
め
る
意

見
書

（
全
会
一
致
で
可
決
）

▼
悪
質
商
法
被
害
を
な
く
す
た
め
の

割
賦
販
売
法
改
正
を
求
め
る
意
見

書

（
全
会
一
致
で
可
決
）

▼
玄
海
原
発
の
安
全
性
確
保
を
求
め

る
意
見
書

（
賛
成
少
数
で
否
決
）

▼
身
近
な
地
域
で
安
心
し
て
出
産
が

で
き
る
助
産
所
の
存
続
を
求
め
る

意
見
書

（
賛
成
少
数
で
否
決
）

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

つ
い
て
、
次
の
と
お
り
異
議
な
き
旨
答

申
し
た
。

▽
長おさ
田だ

すすむ
（
大
和
町
大
字
尼
寺
）



議 案 質 疑
第118号議案 平成19年度佐賀市一般会計補正予算（第２号)

歳出 総務費 一般管理経費 9,174千円

(質疑）南部３町のマイクロバスはどのように利用してきたか。

(答弁）各町１台ずつリースにより保有し、町主催の事業、各小中学校の行事、体育協会、老人クラブ連合会などの関係団体

で利用。今年度後半も各町の使用規程に基づき運用する。

歳出 民生費 生きがい活動支援通所事業委託料 △6,744千円と生きがいづくりセンター管理運営委託料 △10,860千円

(質疑）減額の内容と理由は。

(答弁）２つの委託料は生きがいデイサービス事業を行うためのもの。生きがい活動支援通所事業委託料は市内５施設での

事業委託の分。生きがいづくりセンター管理運営委託料は市が所有している２施設での事業委託分と指定管理者に

よる施設管理の経費。介護保険制度の改正に伴い、この事業の利用者が特定高齢者介護予防事業の対象者になり、生

きがいデイサービス事業の利用者が減ることになるので委託料をそれぞれ減額した。

歳出 衛生費 高齢者インフルエンザ予防接種経費 17,447千円

(質疑）①個人負担について、昨年度まで佐賀市は1,500円、南部３町は1,000円だったのを、今年度から一律1,300円とした

金額設定の根拠は②南部３町において合併期日から即時実施する理由は。

(答弁）①県のインフルエンザ広域化に参加することで、予防接種経費が昨年度より約200円安くなった。南部３町との差を

考慮し、200円下げて1,300円とした②予防接種の実施期間は10月から12月までで、同じ市内での接種料金及び個人

負担金は、同一にしておかないと医療機関での混乱が生じ、支払い関係の事務処理において電算処理が困難にな

る。そのため合併時から統一することになった。

第120号議案 平成19年度佐賀市老人保健医療特別会計補正予算（第３号)

歳入 繰入金 一般会計繰入金 8,075千円

歳出 総務費 医療費通知書作成委託料 3,051千円

(質疑）①予算の内容は②補助金の交付要件と目的は③医療費通知を増やす費用対効果は。

(答弁）①歳入は南部３町との合併関連221万円と医療費通知事業586万５千円、歳出は合併関連56万６千円と医療費通知作

成委託料248万５千円。これまで年に１回医療費の通知をしていたが今年度から３回実施する②老人医療費適正化

推進事業費国庫補助金は広報活動事業、レセプト点検事業、第三者求償行為事業等に対して交付される。交付要件

は老人医療受給者が1,000人以上かつ年に３回以上医療費の通知を実施している市町村。医療費通知事業は、受給

者が医療機関で実施された実態の確認を行うことや健康維持に関しての動機付けになり、ひいては医療費の適正

化に結びつくことで、保険事業の健全な運営に資することが目的③医療費通知による効果を推計するのは難しい。

しかし、国の補助金から通知にかかる経費を差し引くと117万５千円となり、その分をレセプト点検など他の事業

の経費として使用できるようになる。

第125号議案 佐賀市合併振興基金条例

第118号議案 平成19年度佐賀市一般会計補正予算（第２号)

歳出 総務費 総務管理費 企画費 合併振興基金積立金 40億円

(質疑）①１市３町１村での新市建設計画に掲載されているソフト事業の実施に活用するとのことだが、具体的にどのよう

な事業に充てるのか②基金の積み立て額は、なぜ40億円なのか。

(答弁）①協働を推進していく事業、文化財の保全・活用を図っていく事業、その他産業や観光の振興のための事業が該当す

る。具体的な事業は今後検討していく②総務省より基金の規模を計算する算式が示されており、合併する市町村数

や人口などを参考に計算するようになっている。それに当てはめると基金上限額の40億を超えるため、40億とし

た。

第130号議案 職員の退職手当に関する条例等の一部を改正する条例

(質疑）改正の内容は。

(答弁）雇用保険法の一部改正により、雇用保険の基本手当（失業手当）の受給資格要件が一本化された。これまでは１週間

の労働時間が20～30時間の短時間労働者は被保険者期間12カ月、短時間労働者以外は６カ月が受給要件だったが、10

月１日以降の離職者は、労働時間の長短にかかわらず、12カ月の被保険者期間が必要になった。市職員も同様の水準

とする。

第148号議案 農業集落排水事業（蓮池地区）処理施設建設工事（土木・建築）請負契約の一部変更について

(質疑）契約変更の内容と理由は。

(答弁）主な変更内容とその理由は次の５つ。①工事現場から発生する汚水の中和処理施設の追加（降雨等により現場から発

生する水がそのまま放流できる水質ではなかったので地元と協議して決定したため）②残土処理の場所の変更によ

る運搬距離の変更（大川市で建設中の有明沿岸道路での受け入れ現場が決定したため）③残土処理に伴う石灰改良の

追加施工（残土処理する掘削土の状態が水分を多く含むヘドロ状なので、受け入れ先が求める強度に高めるため）④

避雷針の設置（地域の実情と施設の安全性を再確認し、設置した方がよいと判断したため）⑤照明灯の設置（当初は

周りが田なので設置の予定はなかったが、地元との協議の中で、景観に配慮するように生け垣植栽の要望があり、敷

地内部の保安のためにも高さの低い照明が必要になったため）

さが市議会だより第9号（平成19年9月定例会)



結 果 一 覧
議案
番号

議 案 名 審議結果

174 佐賀市支所設置条例の一部を改正する条例

175 佐賀市職員定数条例の一部を改正する条例

176 佐賀市報酬及び費用弁償支給条例の一部を改正する条例

177 佐賀市職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例

178 佐賀市土地開発基金条例の一部を改正する条例

179 佐賀市消防団の設置等に関する条例の一部を改正する条例

180 佐賀市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例

181 佐賀市農林業等振興事業分担金徴収条例の一部を改正する条例

182 佐賀市漁港管理条例の一部を改正する条例

183 佐賀市環境基本条例の一部を改正する条例

184 佐賀市廃棄物の減量推進及び適正処理等に関する条例の一部を改正する条例

185 佐賀市農業集落排水処理施設条例の一部を改正する条例

186 佐賀市農業集落排水事業受益者分担金徴収条例の一部を改正する条例

187 佐賀市公共下水道事業受益者分担金徴収条例の一部を改正する条例

事
務
の
見
直
し
等
に
よ
る
改
正
を
含
む
も
の

188 佐賀市火葬場条例の一部を改正する条例
全会一致で
可 決

合

併

に

伴

う

条

例

議

案

189 佐賀市立教育集会所条例の一部を改正する条例

190 佐賀市国民健康保険出産費資金貸付基金条例の一部を改正する条例

191 佐賀市老人福祉センター条例の一部を改正する条例

192 佐賀市保健センター条例の一部を改正する条例

193 佐賀市営住宅条例の一部を改正する条例

194 佐賀市立小学校設置条例の一部を改正する条例

195 佐賀市立中学校設置条例の一部を改正する条例

196 佐賀市学校給食センター設置条例の一部を改正する条例

197 佐賀市社会教育委員条例の一部を改正する条例

198 佐賀市公民館条例の一部を改正する条例

199 佐賀市文化財保護審議会条例の一部を改正する条例

200 佐賀市児童館条例の一部を改正する条例

201 佐賀市立図書館条例の一部を改正する条例

202 佐賀市自動車運送事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例

203～258 計56議案 経過措置の規定のみを追加するもの〔合併前に３町の条例の規定に基づき行った処分や手続等を佐賀市の条
例で行ったものとみなすための規定や、３町の区域に佐賀市の条例を適用する時期（合併時からの適用や合併の次年度か
らの適用等）の規定を追加するものなど〕

全会一致で
可 決

134 西佐賀水道企業団規約の変更について

135 佐賀県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び規約の変更について

136 佐賀市と小城市との公共下水道事業に関する事務の委託について

137 佐賀県後期高齢者医療広域連合を組織する地方公共団体の数の減少及び規約の変更について

138 字の区域の変更及び設定について
県営土地改良事業兵庫東部地区中野吉
の施行に伴うもの

一

般
139 佐賀市・川副町・東与賀町・久保田町合併協議会の廃止について

全会一致で
可 決

140 佐賀市市川活性化施設の指定管理者の指定について 市川自治会

141
〜
144

市道路線の廃止について（４路線）
大野大串線、八田江古賀線、古賀偲線、
木原団地堤線

145
〜
147

市道路線の認定について（３路線）
大野大串線、けいのん峠線、枝吉八田
江線

148 農業集落排水事業（蓮池地区）処理施設建設工事（土木・建築）請負契約の一部変更について

149 財産の取得について
小学校教育用及び校務用情報機器各一式
購入先：株式会社学映システム 金額：6195万円

人
事 268 佐賀市教育委員会委員の任命について 山下恭子（佐賀市大和町大字久留間）

全会一致で
同 意



議案
番号

議 案 名 審議結果

114
〜
117

平成18年度佐賀市企業会計（自動車運送、水道、工業用水道、富士大和温泉病院）決算
企業会計・特別会計
決算特別委員会に付託

決

算
259 平成18年度佐賀市一般会計歳入歳出決算

一 般 会 計 決 算
特別委員会に付託

260～

266

平成18年度佐賀市特別会計（国民健康保険、国民健康保険診療所、老人保健医療、公共下水道、特定環境保全公共下水道、
農業集落排水、簡易水道）決算

企業会計・特別会計
決算特別委員会に付託

118 平成19年度佐賀市一般会計補正予算（第２号） 補正額 110億7909万円
賛成多数で
可 決

119 平成19年度佐賀市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 補正額 29億8591万円

120 平成19年度佐賀市老人保健医療特別会計補正予算（第３号） 補正額 23億1172万円

121 平成19年度佐賀市公共下水道特別会計補正予算（第１号） 補正額 ７億3839万円

補

正

予

算

122 平成19年度佐賀市特定環境保全公共下水道特別会計補正予算（第１号） 補正額 ８億5469万円
全会一致で
可 決

123 平成19年度佐賀市農業集落排水特別会計補正予算（第１号） 補正額 １億 862万円

124 平成19年度佐賀市自動車運送事業会計補正予算（第１号）

267 平成19年度佐賀市一般会計補正予算（第３号）
久保泉工業団地拡張に伴う
債務負担行為補正

125 佐賀市合併振興基金条例

126 佐賀市未来を託す子どもを育むための大人の役割に関する条例

127 佐賀市政治倫理条例の一部を改正する条例
全会一致で
可 決

128 佐賀市情報公開条例の一部を改正する条例

条

例
（
合
併
に
伴
う
条
例
議
案
を
除
く
）

129 佐賀市報酬及び費用弁償支給条例の一部を改正する条例

130 職員の退職手当に関する条例等の一部を改正する条例
賛成多数で
可 決

131 佐賀市手数料条例の一部を改正する条例

132 佐賀市開発行為の規制の特例に関する条例を廃止する条例
全会一致で
可 決

133 佐賀市乳幼児に対する医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例

150 佐賀市川副地区ふるさと創生基金条例

151 佐賀市東与賀地区ふるさと創生基金条例

152 佐賀市久保田地区ふるさと創生基金条例

153 佐賀市立東与賀文化ホール条例

154 佐賀市農村環境改善センター条例

155 佐賀市干潟よか公園条例

156 佐賀市立川副運動広場条例

新
た
に
制
定
す
る
も
の

157 佐賀市立スポーツパーク川副条例
全会一致で
可 決

158 佐賀市立東与賀運動公園条例

159 佐賀市立久保田グラウンド条例

160 土井旗・土井杯争奪柔剣道大会基金条例

161 佐賀市川副福祉センター条例

合

併

に

伴

う

条

例

議

案

162 佐賀市東与賀福祉センター条例

163 佐賀市久保田農村高齢者交流施設条例

164 佐賀市佐野常民記念館条例

165 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

166 技能労務職員の給与の種類及び基準を定める条例の一部を改正する条例

167 職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例

168 佐賀市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例

本
則
等
の
改
正
を
含
む
も
の

169 佐賀市法定外公共物管理条例の一部を改正する条例
全会一致で
可 決

170 佐賀市準用河川管理条例の一部を改正する条例

171 佐賀市下水道条例の一部を改正する条例

172 佐賀市特定公共賃貸住宅条例の一部を改正する条例

173 佐賀市農業委員会に関する条例の一部を改正する条例

議 案 審 議

さが市議会だより第9号（平成19年9月定例会)




